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1　イントロダクション

選好が飽和的である経済を含めた一般的な
均衡概念として，Aumann and Drèze（1986）等
によるスラック条件付き競争均衡（dividend 
equilibrium）がある 1。この概念を含めたコ
ア同値定理が，Konovalov（2005）によって
rejective coreという概念を通じて示されてい
る。Konovalovが示しているのは，atomless 
large economyにおける一致定理である。一方， 
Debreu and Scarf（1963）タイプの極限定理とし
てdividend equilibriumが与えられるかという問

題は解決されておらず，また証明においても多
くの困難を有している 2。近年著者らは，世代重
複モデルにおける貨幣的均衡に対するDebreu-
Scarf的な極限定理を示した。本稿では，そこ
で用いられた概念および手法を通じて，上述し
たdividend equilibriumに対する rejective coreの
極限定理を含む，一般的なコア極限定理を証明
する。

2　モデル

を主体の名前の非空な有限集合とし，
を財の名前の非空な有限集合とする。　　　　
で各主体　　　を表す。ここで　　は，主体
2 Aumann and Drèze（1986）は，Sharpley Valueの概念
を用いて，Debreu-Scarf的極限定理によるdividend均
衡の特徴づけをMain Theoremとして与えているが，
本稿で与えるようなコアの意味をもたせた極限定理
を得ることには成功していない。
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の消費集合　　 上の選好を表し，反射性，推
移性，完備性，連続性および厳密な凸性を満
たす 3。ゆえに，選好は効用関数表現が可能であ
る。加えて，選好には個人単位では飽和点が存
在し得るものとし，飽和点以外では，局所非飽
和性が成立しているものとする。個人の選好に
飽和点が存在し得る場合でも，極限定理を示す
ために最も簡単な工夫として次の条件を課す。

（選 好 の 社 会 的 非 飽 和 性 SNS：socially 
non-satiated preference configuration）
すべての財 およびすべての資源配
分 について，ある消費者 が
存在して，財 を増加させたとき， の
効用が厳密に増大する。

ここで は各主体 の初期保有を表し，
の要素とする。経済 に対

して，資源配分 が
（1）

であるとき， は実現可能であるという。

2 .1　スラック条件付き競争均衡
経済 のスラック条件付き競争均衡とは，

与えられた価格 と，非負
のdividends の下で，全主体
の効用最大化と，資源配分の実現可能性によっ
て定義される。
実現可能な資源配分 について，任意
の主体 に対し， が集合
（2）

における の意味での最大要素，すなわち上
記の集合内の点であって，その集合内の任意の
に対して， を満たすとき，価格ベク

3 次元のベクトル空間の記述として，それが集合
から への関数の集合と見なせることから，本

稿では ではなく， という記法を用いる。

トル　　　　 ，dividends　 ，および資源配分
の組を， のスラック条件付き競争均

衡と呼ぶ。スラック条件付き競争均衡資源配分
のすべてからなる集合を， と記す
る。
この均衡概念は数量規制の条件を含めた競
争均衡（coupons equilibrium）などを特殊な
ケースとして含むものであり，選好が飽和的
な場合も含めた，有限経済の最も一般的な競
争均衡概念として極めて重要なものである。
Coupons equilibriumは，Drèze and Müller（1980）
において，Grandmont（1977）の一時的均衡に
おける数量調整の問題等との関連を持って紹
介されたものである 4。Aumann and Drèze（1986）
では，そのcoupons equilibriumが，財概念を変
更し，財空間の次元を一次元落とした世界で
のスラック条件付き競争均衡に帰着すること
が指摘されている。

3　コア概念とレプリカ経済

通常のコア概念に加えて，本稿では，レプ
リカ経済におけるコア概念に特別な役割と意
味付けを与える。まずは通常のコア概念，お
よび本稿の議論のきっかけとなるKonovalov
（2005）の rejective core の定義を与える。その
後，本稿の議論で中心的役割を果たす，再契
約レプリカ経済という概念を与える。

3 .1　コア資源配分
経済 における主体の結託

を， で表す。このとき，以下の条件を
満たすいかなる結託 および他の資源配分

4 スラック条件付き競争均衡資源配分において，個々
人の予算制約の定義は，（2）のようなものである
が，coupons equilibriumにおいては，一つの固定価格
　　　　と，coupons price vectorと呼ばれる　　　　なら
びにcoupons endowment　　　　を与えられたものとし
て，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と
なる。
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も存在しないような，実現可能な資源配分
を，コア資源配分という。
（a） 
（b）  すべての について か

つ，少なくとも一人の について

これらコア資源配分すべてからなる集合を，
経済 におけるコアと呼び， で表
す。また，条件（a）（b）が結託 に関して
成立するとき， は資源配分 をブロック
すると言う。上のブロック条件（b）を「すべ
ての について， 」に強めた場
合，そのような結託にブロックされずに残る資
源配分全体からなる集合をweak coreと呼び，

で表す。

3 .2　Rejective Core資源配分
Konovalov（2005）は，large economyにおい

て，rejective core と呼ばれるコア資源配分と
競争均衡資源配分との同値定理を示した。経
済 において，以下の条件を
満たすいかなる結託 とそのパーティショ
ン ，他の実現可能な資源配分 も存
在しないような，実現可能な資源配分 を，
rejective core資源配分と言う 5。
（c） 
（d）  すべての について か

つ，少なくとも一人の について

（e） すべての について

で，（e）条件を除いた形での改善
可能性が存在しないような資源配分が，通常

5 Konovalov（2005）は，極限における同値定理を取り
扱っているので，選好は必ずしもorderedではなく，
またブロック条件（d）も，すべての rejective coreの
成員について厳密に好ましい（weak core）という形
となっているが，本稿では，選好はorderedで，また
ブロック条件も通常のコア概念に合わせたもので証
明を行う。

のコア資源配分である。 の場合には，
に を与え，結託 に属する主体に

ついては，そのブロックする資源配分を与え
ると，全体として実現可能な資源配分にする
ことが可能なので，通常のコアの定義の意味
でブロックされる場合には，rejective coreの意
味でもブロックされる。ゆえに，rejective core 
allocationであれば，コア資源配分である。

3 .3　レプリカ経済と再契約レプリカ経済
著者らはUrai and Murakami（2015）におい
て，再契約レプリカ経済という概念を用い，世
代重複モデルにおける貨幣的均衡のコア極限定
理を示した。そこで用いられた再契約レプリカ
経済の概念を再述し，本稿の議論に必要な設定
を与える。
経済 に対して，その に

属する各主体を 人ずつに増やした経済を，
と書き， の 倍レプリカ経済と呼ぶ。

経済 における実現可能な資
源配分 について，初期保有

を で置き換えた経済を， で表す。す
なわち， とは， における初期保有のみ
が に変更され，その他はすべて元の経済
の設定と変わらないような経済を表す。した
がって， である。本稿では次のよ
うなレプリカ経済を考える。
（3）

これは，任意の非負の整数 と について，
経済 を 倍した， 倍レプリカ
経済 の主体すべてと，経済 を
倍した， 倍レプリカ経済 の主体すべ
てから構成される経済である。このような経済
を，元の経済 の 倍再契約レプリカ
経済と呼ぶ。
経済 への資源配分 に対して，経済

に対する の 倍レプリカ資源配分
　　とは，すべてのレプリカ経済の主体に対し
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て，元の経済　　　における， の下での資
源配分をそのまま与えたものを表す。同様に，
経済 および 共通の資源配分 に対
して，再契約レプリカ経済 に
対する の 倍レプリカ資源配分
とは，すべての再契約レプリカ経済の主体に
対して，元の経済 あるいは におけ
る， の下での資源配分をそのまま与えたも
のを表す。

4　再契約レプリカコア極限定理

本稿の主定理において，再契約レプリカ経済
のコア資源配分が，スラック

条件付き競争均衡に収束することを示す。それ
に先立って，その主定理が，レプリカ経済にお
ける rejective coreの収束定理を含んでいること
を確認しておく。

補題： を経済 の実現可能な資源配分
とし，  を正の整数， を非負の整数と
する。  レプリカ資源配分 が，レプ
リカ経済 の rejective core資源配分で
あるとき，  は，再契約レプリカ経済

のコア資源配分である。当該
主張は，weak coreとweak rejective coreの場合
にも成立する。

Proof：ある実現可能な資源配分 について，
もし となる主体が一人でも存在する
なら，その主体のみからなる結託によって，
は通常のコアの意味でブロックされるの

で，そのような の 倍レプリカ資源
配分は再契約レプリカ経済　　　　　　　　の
コアには入り得ないし， の rejective core
資源配分にもなり得ない。したがって，補題の
対象とする資源配分 は，すべての につ
いて　　　　である，すなわち個人合理性を満
たしているとしてよい。

　　　,  　　  を任意として， の個人
合理性を満たす実現可能な資源配分 の

倍レプリカ資源配分 が，
における結託 に

よってブロックできたとする。結託 は，元
の経済 の 倍レプリカ経済 におけ
る結託 に属する主体と， を初期保有とす
る 倍レプリカ経済 における結託
に属する主体で構成される。再契約レプリカ経
済の全主体を表す集合を とし， に属
する主体については，初期保有にあたる あ
るいは をそのままに与え，結託 に属する
主体については，そのブロックする資源配分を
与えた経済 の資源配分を と
呼ぶ。
まず，結託 については，この
, , を rejective coreの定義の結託 と

そのパーティション としてそのまま
読み替えれば，条件（c）（d）が成立している
ことになる。
続いて， に属する主体のうち，

に属する主体については， な
ので， であることは自明である。さら
に に属する主体のうち， に属す
るすべての主体についても， であり，
が個人合理性を満たしていることから，
である。したがって，rejective coreの

定義における三番目の条件（e）も成立してい
ることになる。
以上より，資源配分 が，レプリカ経済

におけるレプリカ資源配分 を
rejective coreの意味でブロックすることは明
らかである。ここまでの証明は，weak coreと
weak rejective coreの場合においても，全く同様
に成り立っている。 ■

補題の成立により，レプリカ資源配分が
rejective core資源配分であるなら，それは，再
契約レプリカ経済のコア資源配分である。した
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がって，次の再契約レプリカ経済のコア極限定
理が示されれば，rejective coreのレプリカコア
極限定理が示されることになる。

Theorem 1： 経 済 の 実 現 可 能 な 資 源
配 分 は， 任 意 の 整 数 , に
対して 倍レプリカ資源配分が

に入るとき，そのときに
限って に入る。この主張は weak 
core の場合にも成立する 6。

Proof：（必要性）　経済 の実
現可能な資源配分 を，任意の整数

， について， の 倍レ
プリカ資源配分が に属
するような資源配分であるとする。すべての

について， を

と 定 義 す る。 こ こ で， の 有 限 和
の凸包 を考える。任意の

について は凸集合であり，またSNS条件か
ら，少なくとも一人の主体について は非空
であるので， も非空凸集合であり，その要
素を で表す。ここで， であるような

の集合を， とすると，
で あ り， は， 次 の よ う な ベ ク ト ル

の全体からな
る。ただし，ここで， ， ，
および かつ がす
べての で成立しているとする。

Debreu and Scarf（1963 :Theorem 3） の 証 明
の手順と同様にして， であることを示
す。仮に であるとする。すると，任意
の について , およ

6 十分性，すなわちスラック条件付き競争均衡資源配
分ならば，コアに入るということについては，通常
のコア場合，選好の厳密な凸性（無差別曲線に厚み
がないこと）に強く依存する。ただし，weak coreの
場合は，厳密な凸性がなくとも十分性を示すことが
できる。

び　　　　　　 かつ　　　　　　 を満たし，
とすることが

できる。十分大きな について， と
をそれぞれ と
となる最小の整数であるとする。また，

であるすべての からなる集
合を とする。 各 について， を

,  を
と 定 義 す る。 す る と， は 区 間

の要素であり， は区間
の要素である。

Figure 1 :  かつ の範囲における

ここで， であるすべての か
らなる集合を とし， であるす
べての からなる集合を とする。し
たがって， である（Figure 1 を
見よ）。 を無限に大きくしていくと，各

について， は に収束
し，各 について， は
に収束する。選好の連続性より， を十分
大きく取ると，すべての について

,およびすべての につい
て とできる。そのような を
一つ固定すると，以下の等式を得る。
（4）

いま，　　　　　　　　および　　　　　　　 
とした，再契約レプリカ経済　  　　　　　，



June 2016 － 29 －選好飽和点の存在する経済におけるコア極限定理

ならびに経済 の　　　　　　　　　　　 
倍レプリカ経済を考える。 に属する主
体それぞれを 倍レプリカし，その各主
体に を割り当て， に属する主
体それぞれを 倍レプリカし，その各主
体に を割り当てる結託を組むとす
る。等式（4）と，すべての について

であること，およびすべての
について であることか

ら，この結託が資源配分 をブロックす
ることは明らかである 7。しかし，このことは

の定義に矛盾する。した
がって である。
価格の集合 を， すべ
ての について と定義する。ここ
で， は の 次元基本単体，すな
わち かつ

である。 は の閉部分集
合であり，分離超平面定理より
なる が存在するので非空である 8。
いま，すべての について， で
あり， であることから，
である。このとき，ある財 の価格が であ
るとすると矛盾が生じることを以下に示す。
SNS条件より， の下で財 を需要する主体
が存在するので，その主体を として固定す

7 証明中，コアの定義が意味を持つのはこの箇所だ
けであり，上記のブロック概念は，結託，すなわ
ち各 について， 人ずつ取り，さらに各

について 人ずつ揃えた集合の参加者全員
の効用が厳密に増大しているので，weak coreの場合
でも証明は成立している。

8 の中で，例えばすべての について であ
るような任意の点 に対しては，SNS条件より，す
べての座標の非負方向に向けて，いずれかの主体に
とって より好ましい点としての
が存在し， という の要素が存在する。こ
こで とは，第 座標を とする の単位ベク
トル である。したがって，
の凸性を考慮すると， は内点を持つ。分離定理

としては，例えば（Schaefer1971；p.46 , Theorem 3 .1）
を見よ。

る。まず であるとして，
であることから， を を満たす
十分小さな とする。財 の座標だ
けを とする
を に加えた，
は， より厳密に好ましくなっているが，

と
なるので，これは の定義に矛盾する。次に

のとき， において，財 について
は仮定より であり，さらに の下で正
に評価される財 が存在して，
である。すると，第 座標を ，第
座標を としたベクトル

を  に加えた，
は， より

厳密に好ましくなっているが 9，

となるので，やはり の定義に矛盾する。し
たがって，任意の について，
が成立する。以下そのような を任意に一つ
選び， と書く。

に属するような主体において，
であることは， および が の
要素であることを意味するので，
かつ である。さらに， が非
負であるので， に属する主体において，
は飽和点ではないことと，この点における局
所非飽和性を通じて， を に十分近く取
れ， とできる。主体 につ
いて， を と定義す
る。すると， を得る。加
えて，すべての について であ
るから， が厳密に正であることとあわせて，

である。 であることは，

9 SNS条 件 よ り， 任 意 の に つ い て
であるので，選

好の連続性から，十分小さな についても
で あ

る。
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　　　　　　　を意味するので，選好の連続性
と より，  任意の につい
て，価格 およびdividen の下で， は個
人の最大化点である。

に属する主体については， が効用
の飽和点になっていることに注意して，以下の
ように を定義する。 を に属する
主体のうち， であるすべ
ての主体からなる集合とし，各 につい
ては， とする。残りのす
べての主体，すなわち とな
る については， とす
る。このように定めると， は価格 およ
びdividen の下での予算制約を満たし，飽
和点であることから効用最大化点となることが
確かめられる。以上のことから，資源配分
は の要素である。

（十分性）　資源配分 を，価格
と非負のdividens の下での の
要素とする。ここで，ある , につ
いて，再契約レプリカ経済  
における の 倍レプリカ資源配分を
ブロックする結託 が存在すると
して矛盾を導く。結託 は，元の経済 の
倍レプリカ経済 における結託 に属
する主体と， を初期保有とする 倍レプリ
カ経済 における結託 に属する主体
で構成される。定義によって， がスラック
条件付き競争均衡資源配分 をブロックする
ことから，
であり，すべての について
かつ，ある について となる

を考えることができる。ここで，選
好のSNS性より，均衡価格 は厳密に正
であることに注意すると 10，均衡条件から，

ならば である。ま

10 必要性証明の第 6段落を参照せよ。

た， である主体 については，も
しも であるならば，当然

なので，選好の厳密な凸性により
と を結ぶ線分上の両端を除く点はす

べて予算制約を満たし， より厳密に好ま
しいことになる。これは がスラック条件
付き競争均衡資源配分であることに矛盾す
る。したがって，すべての について

が成立し，少なくとも
については， である。これは

となるこ
とを意味し，
であることに矛盾する。

（Weak Coreの場合）Weak coreの場合，必要
性の証明については注（7）で述べた通り，上
記のものと全く同じである。十分性の証明につ
いては，上の に対して成立している条件が，
結託 の全員について成り立つので，厳密な
凸性を用いなくても，同様の矛盾を導くことが
できる。 ■
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A Replica Core Equivalence Theorem for Economy with Satiation

Hiromi Murakami and Ken Urai

Abstract
Dividend equilibrium defined by Aumann and Drèze (1986) is one of the most general competitive 

equilibrium concept for the market with satiation. Konovalov (2005) shows that a core equivalence 
theorem to the dividend equilibrium by using the concept of rejective core. However, Konovalov's 
argument is based on the setting of the atomless large economy and the core limit theorem for 
dividend equilibrium remains unproved. In the previous paper, Urai and Murakami (2015), the authors 
provided a generalization of Debreu-Scarf core limit theorem for monetary overlapping generations 
economies under an extended concept of the replica core allocation. In this paper, we show that the 
concept also provide a generalization of Debreu-Scarf core limit theorem for economies with satiation.
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